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銀
賞

基
き い じ ょ う

肄城絵はがきコンクールの
 応募作品展示を行っています！

　令和元年度子ども議会において、「基肄城を基山町のシンボルとしてもっと活用すべき」との意見が出さ
れました。この子どもたちの思いにこたえ、基肄城や基

き ざ ん

山への関心をさらに深めてもらうために、町内在
住及び町内の小・中学生を対象に基肄城絵はがきコンクールを開催しました。1,144 通と多くの小・中学
生から応募があり、その中から金賞 2 点（小・中 各 1 点）、銀賞 2 点（小・中 各 1 点）など 13 点を優秀作
品として選出しました。
　その優秀作品をはじめ、応募された方の作品すべてを以下のとおり展示中です。基肄城や基山に思いを
込めた様々な作品が集まり、地元の小・中学生が基肄城や基山をどのように捉えているかを知ることがで
きます。
　ぜひ、基山町立図書館にお越しいただき、改めて基肄城や基山のことに思いを巡らし、基山町の自然と
文化を感じていただければと思います。
▽日時　6月26日（土）～8月25日（水）予定

▽場所　基山町立図書館　郷土資料コーナー（基山町大字宮浦６０－１）☎０９４２－９２－０２８９

金
賞
（
小
学
生
の
部
）

基山小 3年　吉田　晴道

基山中1年　江畑　琴音

金
賞
（
中
学
生
の
部
）

（
小
学
生
の
部
）

銀
賞

東明館中1年　土橋　瑛太

（
中
学
生
の
部
）

基山小 4 年　西村　日和
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基
山
小
1
年
　
早
坂
　
颯
真

基
山
小
4
年
　
宮
原
　
寛
太

基
山
中
1
年
　
前
川
　
蕾
仁

基
山
小
2
年
　
村
岡
　
澪

基
山
小
5
年
　
今
泉
　
蒼
人

基
山
小
3
年
　
橋
口
　
敦
也

若基小 6 年　島内　唯

基山中2年　小西　夏華

基
山
中
3
年
　
栩
木
　
美
結

銅
賞

　「
荒
穂
神
社
の
御み

ゆ
き
ま
つ
り

神
幸
祭
」
と
「
宝
満
神
社
の
園
部
く
ん
ち
」
が
基

山
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
考
え
る
上
で
、
地
域
的
特
色
が
み
ら
れ

る
行
事
と
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
山
町
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。（
指
定
年
月
日
：
令
和
三
年
六
月
一
日
）

◆
荒
穂
神
社
の
御
神
幸
祭

　
御
神
幸
祭
は
、
大
祭
当
日
ま
で

に
様
々
な
祭
事
が
行
わ
れ
当
日
は
、

災さ
い
ば
ら
い

払
、
鉦か

ね
ふ
り
ゅ
う

風
流
、
獅し

し
ま
い

子
舞
、
立た

ち
が
さ傘

・

台だ
い
が
さ傘

、
白し

ろ
は
ぐ
ま

羽
熊
、
挟は

さ
み
ば
こ箱、

黒く
ろ
は
ぐ
ま

羽
熊
な

ど
複
数
の
芸
能
が
奉
納
さ
れ
る
と

い
っ
た
特
色
を
も
ち
、
地
域
ご
と
に

祭
り
へ
の
関
与
の
仕
方
や
伝
承
に
特

色
が
み
ら
れ
ま
す
。

◆
宝
満
神
社
の
園
部
く
ん
ち

　
園
部
の
氏
神
で
あ
る
宝
満
神
社

は
、
天
武
天
皇
の
御
代
に
筑
前
国
竈

門
山
宝
満
宮
よ
り
分
霊
を
勧
請
し
、

創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
秋
の
祭
事
、
通
称
「
園
部
く
ん

ち
」
は
、
御お

て
っ
ぽ
う

鉄
砲
や
鋏は

さ
み
ば
こ箱な

ど
を
お

供
に
行
列
を
組
み
、
本
殿
か
ら
御
仮

殿
ま
で
の
約
百
五
十
m
を
練
り
歩
く

祭
り
で
す
。

文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
！

二
つ
の
お
祭
り
を
基
山
町
の




